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【　表　　　紙　】 ※令和2年度の学年を記載

高取小学校 5年生　石原　結芽

【　裏表紙・カットイラスト　】　高取小学校児童 11名

長谷部 日和(6年) / 安東 凛夏(5年) / 小林 蒼空(5年) / 三治 孝祐(5年)

神野 颯太(5年) / 杉浦 希颯(5年) / 田中 希星(5年) / 藤江 美羽(5年)

和田 杏菜(5年) / 酒井 紬伎(4年) / 平山 陽菜(4年)
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鍋田 裕久 / 酒井 康満 / 小堀 智子 / 中井 滋 / 笹森 麻希子 / 瀬尾 陽子

大岡 正代 / 川角 由美子 / 西脇 恵美

【　とりしろう名付け親　】

浅井 久枝

【　ご協賛頂きました企業様のご紹介　】

JAあいち中央 産直センター高浜　⇒　いがまんじゅう、五目ちらし寿司の材料をご提供して頂きました。

エヌティーテクノ 株式会社　　おかべ歯科眼科クリニック　　株式会社 スギヤス

株式会社 大猶ハウジング　　高浜電工 株式会社　　誠不動産　　和太鼓 夢童

50音順　敬称略

　令和2年度の高取まちづくり協議会の活動は、コロナの世界的流行もあり当初予定内容よりかな

り縮小せざるを得ませんでした。早くコロナが収束して予定した活動が100％実施できる世の中にな

ることを祈っております。

　さて、令和3年4月1日から現在の「高取公民館」の名称が「高取ふれあいプラザ」に変更になり、

プラザの管理も高取まちづくり協議会が実施する予定になっております。それに伴い、まちづくり協議

会の事業内容も大幅に見直すことになり、「とりしろう」発行も毎年発行から今後５年に一度の発

行に変更します。地域の子育ての参考になることを目的にスタートした「とりしろう」発行ですが、今

回の７号で一時中断することになります。ただし次回発行の参考とする為に「とりしろう」に関して皆

様のご意見や要望を集めたいと思いますので、忌憚のないご意見を高取まちづくり協議会にお願い

致します。

　今後とも、まちづくり協議会の活動にご協力の程、お願い申し上げます。

「とりしろう」発行の変更について

高取まちづくり協議会

会　長　杉浦 秀敏



お問い合わせ内容 電話番号 時間 土曜日の営業 場所 担当

母子健康手帳、予防接種、親子教室など 52-9871 8:30～19:00 8:30～17:15 ２階 健康推進グループ

子育て、発達障がいなど 52-9872 ３階 こども発達センター

幼稚園、保育園、子育て支援など 52-1111 ３階 こども育成グループ

児童虐待に関すること 52-9610 8:30～19:00 8:30～17:15 ２階 福祉まるごと相談グループ

不登校、いじめ、学校生活全般 53-5101 8:30～16:30 ― ３階 ほっとスペース

高齢者の心配事、困り事などの相談 52-9610 ２階 地域包括支援センター

介護保険に関すること 52-9871 ２階 介護・障がいグループ

福祉用具のレンタルや購入 54-3082 9:00～19:00 9:00～17:15 ２階
福祉用具ショールーム

（(株)エヌ・エフ・ユー）

障がい者手帳の申請受付、手当の支給 52-9871 8:30～19:00 8:30～17:15 ２階 介護・障がいグループ

障害のある方の仕事や生活面の相談 54-3009 8:30～17:15 ― ２階 たかはま障がい者支援センター

日常生活用具や補装具の購入 54-3082 9:00～19:00 9:00～17:15 ２階
福祉用具ショールーム

（(株)エヌ・エフ・ユー）

仕事や生活面の相談 54-5563 ２階 たかはま自立相談支援センター

生活保護に関すること 52-9871 ２階 地域福祉グループ

健診や予防接種、保健師健康相談、体操教室 52-9871 8:30～19:00 8:30～17:15 ２階 健康推進グループ

健康・体力づくり、利用案内（運動施設） 87-7350 10:00～21:00 10:00～17:00 ２階
マシンスタジオ（NPO法人たか

はまスポーツクラブ）

健康自生地、生きがい活動 52-9873 ― ３階 健康推進グループ

宅老所利用のご案内（介護予防拠点施設） 52-2002 ― ３階 社会福祉協議会

文化財、スポーツ振興、図書館など ３階 文化スポーツグループ

小中学校、PTA、教育相談 ３階 学校経営グループ

ボランティア活動、ボランティア依頼 52-9882 8:30～17:15 ― ３階
ボランティアひろばセンター

（社会福祉協議会）

住民票の写しや印鑑登録証明、戸籍の証明

書などの発行
52-9871 8:30～19:00 ― ２階 いきいき広場２階窓口

車いすを乗せられる車や、車いすの貸出 52-2002 8:30～17:15 8:30～17:15 ３階 社会福祉協議会

※１２/２９～１/３と日曜・祝日は休業です。土曜日が祝日と重なる日は営業日です。

（但し、マシンスタジオのみ日曜・祝日も営業）

◆子ども

◆高齢者

◆障がい

◆生活困窮

8:30～19:00

8:30～17:15 ―

8:30～17:15

◆地域参加

◆ちょっとした福祉サービス

―8:30～17:15

◆健康づくり・介護予防

◆文化・教育

8:30～17:15

52-1111 8:30～17:15 ―

高浜市いきいき広場 

 〒444-1334  

  高浜市春日町5丁目165番地 

 （名鉄三河高浜駅西側駐車場あり） 

      ☎0566-52-9871 
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🍀今回ご紹介するのは、西三河地域の郷土料理であり、ひな祭りでよく食べられている
「いがまんじゅう」と具だくさんの「五目ちらし寿司」です。🍀
令和3年2月20日(土) ＪＡ加工室をお借りして「いがまんじゅう＆五目ちらし寿司」作り体験を行いました。
講師・・・まち協食糧班：大岡正代さん、神谷長子さん
参加者・・・とりしろうメンバー12名で参加

・・・ 100 g

・・・ 70 g

・・・ 45 g

・・・ 5 g

・・・ 230cc

・・・ 180 g

・・・ 小さじ2

・・・ 30cc

・・・ 適量

砂糖

米粉

浮粉

もち粉

**レシピ考案者・・大岡正代さん**

いがまんじゅうの材料（12個分）

水

食紅

1 2 3 4 5

🎎 いがまんじゅうの作り方 🎎

水

6

 ボールに砂糖、
 米粉、浮粉、も
 ち粉を入れてよ
 く混ぜ、水を少
 しずつ加え溶け
 るまでよく混ぜ
 鍋に移します

 もち米は薄めた
 食紅に浸します
 ※前日から浸して
 おくと蒸しあがり
 が柔らかくなる

 あんこを12個に
 丸めます

 1を中火にかけ
 水分がなくなる
 くらい練ります

 4を12個に分け
 あんこを包み形
 を整え、2の色
 を付けたもち米
 を10粒ぐらいの
 せます

 蒸気の立った蒸
 し器で10分蒸し
 て出来上がり！

あんこ

もち米

手水を

付けて

丸める

水分を

とばす

みんなの掲示板 感想＆ｐｈｏｔｏ 🍀
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『 五目ちらし寿司の材料（５合分）』
🍀 材  料 🍀 🍀作り方🍀

【すし飯】 1 2 3

※水は４合半の目盛で炊く

こんぶ ・・・ 5cm程度

お酒 ・・おちょこ1/2杯

 《すし酢》

 お酢 ・・・ 150ml

 砂糖 ・・・ 135 g

 塩 ・・・ 5 g

【まぜる具材】

にんじん ・・・ 3～4 本

竹の子水煮 ・・・ 大1 個

干し椎茸 ・・・ 5 枚

ちくわ ・・・ 5 本

味付かんぴょう・・・ 175 ｇ 長さ1.5㎝で切る

《煮汁》

 だし醤油 ・・・ 大さじ4

 みりん ・・・ 大さじ3

 砂糖 ・・・ 大さじ3

 塩 ・・・ 小さじ1

 干し椎茸もどし汁 400cc

【飾り具材】 4 5 6

紅生姜 ・・・ 1/2 袋

茹で海老 ・・・ 20 尾

《錦糸卵用》

 卵 ・・・ 5 個

 塩 ・・・ ひとつまみ

 コショウ ・・・ ひとつまみ

《酢れんこん》 7 8 9

 酢 ・・・ 100ml

 砂糖 ・・・ 50 g

 水 ・・・ 100ml

10 11 12

・・・ 5 束

油揚げ ・・・ 10 枚

 8を盛り付け飾り具
 材を上からちらして
 出来上がりです

縦に半分に切り、それを幅2～3㎜の斜め切りにする

《ちくわの切り方》　

 鍋に干し椎茸のもど
 し汁と混ぜる具材の
 竹の子からちくわま
 で入れ15分ほど煮
 ます

 だし醤油、みりん、
 砂糖、塩を入れて味
 付けします

《かんぴょう》　《油揚げの切り方》

 人参を入れて５分程
 柔らかくなるまで煮
 ます

 具材をザルに上げ水
 分を切ります

 すし飯に具材を入れ
 て混ぜます。すし飯
 が冷めないうちに具
 材を入れると混ぜや
 すいです

 卵に塩、コショウを
 ひとつまみ入れて混
 ぜ味を調え薄焼き卵
 を焼き細く切って錦
 糸卵を作ります

 薄切りにした蓮根を
 適量の水、酢で５分
 ほど茹でます。酢、
 砂糖、水で再度透明
 になるま
 で煮直し
 ます

 大葉を千切りに、茹
 で海老は背で半分に
 切ります

蓮根

 ご飯が炊きあがった
 ら即、すし桶にご飯
 を出し、2のすし酢
 を入れて混ぜ、うち
 わで冷まします
 ※ご飯がだまになっ
 ているので、優しく
 しゃもじで、ほぐし
 て下さい

 炊飯器に洗ったお米
 こんぶ、お酒、水を
 入れ普通モードで炊
 きます

 お酢、砂糖、塩をボ
 ールに入れよく混ぜ
 合わせ、すし酢を作
 ります

・・・ 200 g

水で戻して厚さ3㎜で切る

四隅を切り落として、その四隅を半分に切る

中の部分は半分に切って重ねて、5㎜幅で切る

切り方

厚さ1㎜ぐらいの短冊切りにする

縦二つに切り、厚さ3㎜ぐらいで切る

お米 ・・・ 5 合

大葉

五目ちらし寿司の作り方🍀
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令和２年度 高取っ子のあゆみ 
 

４月 ６日 入学式・始業式  ７日～ 臨時休校 

５月１１日 第１回保護者登校日  １８日 第２回保護者登校日 

２８日 地区別分散登校日  ２９日 地区別分散登校日 

６月 １日 学校再開   

７月 ７日～１０日 個別懇談会  ２７日～８月７日 夏季日課 

８月１０日～２３日 夏季休業  ２４日～３１日 夏季日課 

９月 １日 通常日課  ２日 シェイクアウト訓練  １６日 がんばりテスト 

１０月 １日 １～４年 遠足  ８日 市教委 学校訪問  ９日 前期終了 

１２日 後期始業式  １３日 ５年わくわくディ・キャンプ（南知多グリーンバレイ） 

１５日 校内授業研究会① 

２３日 ６年 修学旅行（京都） 

１１月１４日 運動会  ３０日 校内授業研究会② 

１２月１５日～１８日 個別懇談会  ２４日～１月６日 冬季休業 

１月 ８日 書き初め  １５日～１６日 書き初め展  

２月 ３日 がんばりテスト  ４日 入学説明会 

３月１８日 お別れ会  １９日 卒業式  ２４日 修了式  ２５日～４月５日 春季休業 

 

高取っ子の学びのようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高浜市から１人１台貸与された

タブレットコンピュータを使って

学習をしているところです。練習

問題に取り組んだり、参考となる

資料を調べたりするときも大変便

利です。これからの学びに欠かせ

ないツールとなりつつあります。 

電子黒板上で、自分の思いや考

えを友だちに伝えています。電子

黒板は、普通の黒板と違って、チ

ョークの粉で汚れたりせず、書い

たり消したりできます。画面を保

存しておくこともできます。タブ

レットの画面を投影することもで

き、積極的に学び合っています。 
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プログラミング学習をしていま

す。一度で目的達成のためのプロ

グラムが完成することはなく、試

行錯誤しなければなりません。高

学年では、ロボットの制御の学習

も行います。プログラミング学習

を通じて、ものごとを論理的に考

える力を養うことができます。 

４月から 2 か月間、休校期間が

あったことで体力低下が問題視さ

れていますが、体育の授業や 20 分

放課を中心に体力向上に向けて頑

張っています。与えられた課題を

やるだけではなく、自らが課題を

設定して、その課題解決のために

意欲的に取り組んでいます。 

給食のようすです。対面ではな

く、全員が同じ方向を向いて食べ

ています。話し声は一切聞こえ

ず、はしと食器のあたる音が聞こ

えてきます。友だちと話をしなが

ら食べた方がおいしく感じるの

で、はやく以前のような生活に戻

ってほしいです。 

１月８日の書き初め会のようす

です。１・２年生は硬筆、３年生

以上は毛筆に取り組みました。学

年が上がるにつれて、書く文字数

や画数が増えます。どの子も落ち

着いて、手本を見ながらじっくり

とていねいに書き上げることがで

きました。 



▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼

- 6 -



▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲
▼ ▼ ▼
▲ ▲ ▲

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼
- 7 -



- 8 - 

 

            

はじめに 

 私たちの住んでいる高取地区には昔からの長い歴史を持つ神社仏閣が現存しますが、今一つその存在感が希

薄で由来や変遷があまり知られていないため、古くから当地区の拠り所になっている神明宮・専修坊の成り

立ちや旧跡の一部を紹介します。この高取地区の歴史に少しでも興味を持っていただけるならば幸いです。 

 １、高取神明宮の歴史と名品 

  １）成り立ち 

 高取神明宮の成り立ちは定かではありませんが、一説には「暦応４年（1341）８月吉日宮、はじまり、たて拾弐間

よこ拾弐間どうやしろ（堂社）どうのたちはじまり・・（中略）・・此のぼくを志んめい（神明）といわいこめ、わ志取志ん志や（鷲

取神社）」とあり、神明社がこの古文書通りであれば１４世 

紀にできたと思われますが、この文書が当時の物である 

確証は何もなく、創建年月日も定かではありません。 

          【以上 高浜市誌探訪より】 

 しかし、大正８年（1919）に各所の神社を回り、それぞ 

れの神社誌を残している漢学者 大久保芳治が高取神明宮 

に関して、巻物二巻の「神社誌」を表しています。 

 この「神社誌」によれば、高取神社（神明宮）の創建を 

明治３９年（1906）より千四百年昔と云っています。 

明治の初め「三河の式内二十六座の内鷹取之郷和志取神社の 

所在分明ならず、高取の神明宮が昔の和志取であった」として、 

明治７年（1874)「村社取調書」を提出しており、そ 

の時の副戸長神谷喜代助㊞の扣書が遺っています。 

 また、暦応４年(1341‣北朝年号）に七人の守護人 

連名の、松の「ぼくをしんめいといはいこめわし取じんじや」 

の古文書があります。更に、江戸時代の寛永１２年 

（1635）高取専修坊に遺る「聖徳太子真影之裏書」 

と、同じく「三朝高祖絵図」の裏書に「三河国碧海 

郡志幾之庄（志貴庄）鷲取郷専修」と記しています。 

これから推して創建を六世紀にしていますが、まこ 

とは何等拠るべき根拠はなく未詳と云うべきでしょう。 【大久保芳治の「神社誌」２巻 小島逸男氏提供】 

        【高浜市誌 神明宮創建の問題より】 

 このように、上記に挙げたこれらの事実を証明する明確な資料は未だ 

に発見されておらず、特定できていません。 

 また、宮内には元禄１２年（1699）巳卯６月１６日の日付けで「奉建 

立神明宮」の棟札が遺されていますが、これも創建ではなく、古宮から 

現在の地へ移築されたと云われています。                

 また、神明宮の元の場所について、右の絵図は高浜市資料調査員の小 

島逸男氏から提示された明治の初めの頃の、元宮の位置を示した絵図と 

云われています。この絵図の中に次のような記述があります。 

 三河國碧海郡第九區内小二區高取村二千六百六十番地村社神明社境内 

區西所「御蔵文書中ニアリシモノヲ写ス 明治十一年頃カ又二千六百六十番 

地所」とあり、追記で「明治五年頃か」と記載されています。 

 この絵図が書かれた時代はともかく、元の神明宮は現在の場所から同 

じ境内に対してもっと西または南の方角にあったと思われます。 

 小島氏の説によれば、現在の馬頭観音の道路反対側（現在の神谷歯科 

辺り）と推測されています。今後の調査が待たれます。         【元宮の絵図 小島逸男氏提供】 

 地区の拠り所 神明宮・専修坊 

 

【現在の高取神明宮拝殿】 
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  ２）彫り物と狛犬 

  神明宮拝殿の建設、大正１３年（1924）を手掛けたのは「１０代目伊藤平左衛門」で、父親である９代目

平左衛門（1829～1913・高取山専修坊の本堂・東本願寺御影堂等を建造）は著名な宮大工として知られてい

ます。他にも神明宮には遺作として残されている高名な宮大工であり、彫り師でもある「８代目早瀬長兵衛」

の彫り物や、岡崎の石工「６代目酒井孫兵衛」の狛犬など名品を数多く見ることができます。 

 （１）早瀬長兵衛の彫り物 

 尾張藩御用彫刻師の初代早瀬長兵衛は、元は岐阜で桶屋を営んでいました。その後、名古屋に移住し宮大

工となり、６代目早瀬長兵衛吉政（通称・彫長）の時に彫刻師として全国に名が知られるようになりました。 

 ６代目長兵衛は、文化２年（1805）名古屋の宮大工伊藤平左衛門の配下として東本願寺別院改築工事で腕

を振るい、彫刻師としては「巻き龍」を得意としていたといいます。 

 その６代目早瀬長兵衛の孫にあたる「８代目早瀬長兵衛」は本名を元兵衛と云い「号」を木龍堂と称しまし

た。彼は幕末から明治にかけて山車彫刻や神社仏閣の装飾彫刻を手掛け、尾張地方を中心として活躍してい

ました。長兵衛の作品は知多・半田地方に多く、亀崎青龍車脇の持送り「波」と台輪の象鼻は華麗にして豪華

であり、彼の代表作とも云われています。   【知多半島の山車「山車彫刻」より】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その８代目早瀬長兵衛（号・木龍堂）が大 

正１３年（1924）に作成したと云われる龍の 

彫り物を含めた一連の作品が当高取神明宮拝 

殿の軒先に金網で囲われ厳重に保護されてお 

り、今でも見ることができます。   

 また、右の写真は神明宮本殿内軒先の彫り 

物を写したもので、そこには二羽の鶏と、そ 

の裏側に竹の彫り物が施され、当時（暦応４ 

年）のまま残されています。作者は不明。                            

  

 

【安城・知多線道路が拡張される前の高取神明宮・高浜市誌より】 

【神明宮拝殿 角の彫り物】 【神明宮拝殿 龍の彫り物  写真提供 小島逸男氏】 

  

【竹林（裏側）】 【二羽の鶏（表）】 
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 （２）酒井孫兵衛の狛犬 

 国際大百科事典によれば、狛犬は神社や寺院の前に置かれた獅子に似た獣の像で、高麗（こま）から渡来し

たと云われておりこの名があります。魔よけの効果があるとされ、平安時代には清涼殿の御帳の前に一対並

べ置かれました。口を開いたのを獅子として左に置き、口を閉じ頭に 1角をもつもの(人の邪正をよく知ると

いう獬豸（かいち）といわれる獣)を狛犬として右に置きました。 

 後世に至って獅子像と混 

同されその差がなくなりま 

した。 

 当神明宮の拝殿前にも、 

明治１３年（1880）に献建 

された一対の狛犬が鎮座し 

て、神社をお守りしていま 

す。この狛犬を彫ったのが 

名石工「６代目 酒井孫兵衛」 

です。 

 初代酒井孫兵衛は寛永１３ 

年（1636）三代将軍徳川家 

光の氏神である伊賀八幡宮 

の社殿大造営に伴い、八幡宮新橋（石の橋）の修理のため摂津の国から招かれており、後に渡り職人として岡

崎に住み着いたのが祖と云われています。孫兵衛と名乗ったのは三代目以降と云われています。 

 ６代目孫兵衛は岡崎石工組合の副会長の職も兼ねており、技術屋ではなく石匠（親方）で大勢の職人を束

ね仕切っていました。当近隣の地域（安城市白山神社・高浜市吉浜神明社・刈谷市一色町八幡社）など孫兵衛

の彫った狛犬が数多く奉納されています。     【以上 酒井孫兵衛狛犬より】 

 当高取神明宮に向かって左の狛犬は子供を足元に 

置いており、他の神社にはあまり見られず数少ない 

珍しい彫り方になっています。 

 狛犬の裏に献建した人の名の他に、名石工「酒井 

孫兵衛」の名が刻まれています。 

 狛犬は、本殿の中にも一対配置されており、共に 

子供の獅子を足元に置き、左の獅子は子供を踏みつ 

けるように足の下に置いていますが、右の獅子は子 

供に乳を含ませていて、同じ親子の獅子でも子供の 

扱いがかなり異なっているように見えます。 

 この狛犬は幾人かの奉納者の名はありますが、残 

念ながら作者の名は記述されていません。 

 

２、専修坊の歴史と旧跡 

 １）専修坊の成り立ち 

 当高取山専修坊には第３５代「渓祐」（明治４年没）が天保６年（1835）に 

記載したと思われる「由緒書」が残されており、その昔は天台宗「古取山聖徳 

専修寺」と呼ばれていました。 

 「由緒書」によると、平安時代の貞観元年（859）５月１２日、星川皇子（日 

本書紀にみる第２１代雄略天皇の皇子で清寧天皇【白髪皇子】と皇位を争い敗 

れて焼き殺された）の後胤で星川常覚入道の１１代孫にあたる星川九曜光信 

（俗名）が大津三井寺開山智證太師（円珍 814～891 年）【平安時代の天台宗 

宗祖】の弟子となり「智叡」と称しました。 

 
  

拝殿左の狛犬は、足元に

子供の犬を置いている 

 

拝殿右の狛犬は、足

元に魂命を置いている 

 

 
 【本殿左の狛犬】 

裏に酒井孫兵衛の

名が微かに見える 

 

【本殿右の狛犬】 

 
智證大師像(金倉寺蔵） 

https://kotobank.jp/word/%E9%82%AA%E6%AD%A3-525209
https://kotobank.jp/word/%E7%8D%AC%E8%B1%B8-1286621
https://kotobank.jp/word/%E3%81%84%E3%81%A1-433175
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そして、約１０年の修行を得た後の同貞観１０年（869）３月に郷里三河国の高取郷へ寺を創建されました。 

その際、三井寺から聖徳太子自画像を授けられ、寺の名前を「古取山聖徳院専修寺(又は千寿寺)」と命名さ

れています。また、専修坊が高取郷に創建された経緯についても、次のように記載されています。 

【（星川）常覚は駿河の国清美関（現 静岡市清水区）の住人で、聖徳太子が２７歳の時、推古６年（598）

戌申初冬に仏法を広めるため諸国巡見された際に駿河の国清美関へお越しになり、常覚がご案内をした。常

覚は清美関小林の地主で、林内の大日堂（日輪堂）へ太子をご案内した際、そこで御形像を彫刻され末代まで

仏法繁盛の霊地となるべく残し置きなされたのです。その後の延暦２０年、奥州の夷族高丸と申す者が駿河

の国へ侵略（夷族の反乱）してきたのです。 

星川家は常覚入道の頃より、代々太子の像を敬い供養して 

きておりました。そのため、智叡は太子の尊像を奪い取られ 

ることを恐れて「三州高取の郷」へと移られたのです。  

そして、聖徳太子の尊像を本尊とし、古取山聖徳院専修寺 

と申し上げます。】とあります。 

このように、元々は天台宗のお寺として建立されたが、貞 

永元年（1232）専修寺第１５代 星川願祐の時、宗祖見真太 

師（親鸞聖人）が三河国矢作宿の柳堂（矢作町桑子の妙源寺 

柳堂と云われて現在国宝になっている）に於いて化導された 

際教化を賜り、その教示によって以後天台宗から浄土真宗に 

改宗し｢高取山一向院専修寺（千寿寺）」と称し改名しました。 

この当時、佐々木上宮寺・野寺本證寺・針崎勝鬘寺の三河三ケ寺を含め、三河地区の多くの寺院が真宗に改

宗しており、以後この地方での浄土真宗隆盛の基礎となっていったのです。 

                     【参考資料：専修坊・専修坊由緒書・高浜市誌探訪より】 

  ２）専修坊開祖「智叡」の先祖「星川皇子」とは何者？  

時は５世紀後半の古墳時代（３．５～６世紀））第２１代 雄略天皇時代での出来事です。 

由緒書の中で当専修坊の宗祖 智叡の祖先であると記されている「星川皇子」は、日本書記（巻第十四）に

記述されており、第２１代雄略天皇（大泊瀬天皇 456～479 年）と吉備雅姫との間に生まれた皇子で星川皇

子または、星川雅宮皇子とも書かれていますが、出没年は明らかになっていません。 

皇子の母である雄略天皇の妃吉備雅姫は、元々は天皇に仕える吉備上道臣田狭の妻でありました。 

田狭が雄略天皇の側にお仕えしていたおり「私の妻は天下一の美人で、私の妻に及ぶものは他に居ない」

と自分の妻である吉備雅姫の事を同輩達に自慢していました。これを伝え聞いた雄略天皇は美人であり田狭

の妻でもある雅姫を自からの妃にしようと考え、夫の田狭を日本府任那（朝鮮半島日本府 369～562 年）の

国司に任命して、遠く朝鮮半島へと遠ざけてしまったのです。 

そして、田狭が任地に赴いている間に、吉備雅姫を強引に自分の妻にしてしまいました。 

雄略天皇は皇后である草香播梭皇女との間には皇子はできなかったが、妃の韓姫（葛城円大臣の姫）との

間に白髪皇子（後の清寧天皇 480～484 年）を、そして吉備雅姫との間に磐城皇子と星川皇子の三人の皇子を

誕生させていたのです。後に、白髪皇子と星川皇子との間で皇位をめぐる跡目争いが起き、星川皇子は立て

籠もっていた大蔵（神宝の倉）を攻め入った白髪皇子の軍に包囲され、無数の火矢を放たれて星川皇子とそ

の家臣、さらには磐城皇子・吉備雅姫を含め一人残らず焼き殺されました。  【吉備の反乱より】 

  ３）専修坊と蓮如上人との関わり 

１４６７年応仁の乱が始まり（1467～1477）蓮如は戦で騒然とした京都を避けて、応仁２年（1468）布教

活動のため北国・東国へ向かう途中、三河の地に立ち寄られて妙光の太子山上宮寺（岡崎市）に逗留された。 

その際、佐々木妙光の案内を受けて本證寺を始め、三河の諸寺を巡航し巡錫布教に歩かれたと思われます。           

蓮如上人は、妙光の愛弟子星川渓玉が高取村の専修坊の住職で西端に近いという縁もあり、妙光の実家で

ある西端の杉浦四郎左衛門屋敷に逗留した際は舟で水路便の良い油ケ淵の近郊や東端、さらには隣接する高

取村にも再三布教活動に訪れていたようです。 

当時、油ケ淵の東側は現在のような矢作川はなく、直接海に繋がった北浦と呼ばれる入江でした。 

 専修坊門前に有る由緒書 
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この時代の三河は室町幕府の直轄領で、碧南・ 

高浜・安城地区は「三州三河国碧海郡志貴ノ庄」 

と呼ばれており、北浦の周辺は水路の便が良く、 

前浜の入江や大浜の港を利用して都（京都）の 

名産を琵琶湖から舟で三河へ運び入れ、本證寺・ 

上宮寺などの寺町でこれを売る商いが盛んに行 

われていました。 

 そして、三河からは年貢の米だけでなく木綿 

や塩等の特産品を都へ戻る船を利用して、京を 

始め大阪やその周辺地域へ運んでいたのです。 

 北浦周辺の地形は米津の西が城ケ入で陸続き 

になって、その西にあたる根崎と東端の地形の 

多くは入江になっていた。さらに、その西側に 

西端や高取村が入り江伝いに続いていました。  

当時、鷲塚と上町の間は三河湾から北浦へ舟 

が出入りする玄関口になっており、西端・米津・ 

城ケ入は陸地近くに舟を着ける事が出来、高取 

山専修坊にも来寺されたとの記録が残っている。 

 また、蓮如上人は近隣の農民との触れ合いも 

多くなされており、寛正３年（1462）仲春（陰 

暦の２月）の２０日から当専修坊に御逗留をな 

されています。 

その折りと思われますが、専修坊の境内南側 

から農民たちが田植えをしている様子をご覧になられました。 

 その際、それらの農民たちに田植えの労をねぎらわれた、と伝 

えられるその跡地には現在も「遺跡碑」が残されています。   

 蓮如上人は三河地方で三ケ年のご逗留の間に度々三河各地の寺 

や当専修坊へもおいでになり「顕浄土真宗妙」など、お書きにな 

った沢山の書などを下し置かれ、それが現在も各所に存在します。 

 ４）専修坊名前の由来と変遷 

専修坊は「寺」でなく、なぜ「坊」なのか？  

専修坊の寺の名は二度変わっていて、由緒書に以下のように書かれています。 

 創設時（868 年）には天台宗で「古取山聖徳院専修寺(千寿寺)」と称しました。 

その後、貞永元年（1232) 第１５代星川願祐の時代に宗祖親鸞聖人が関東地区 

で約二十年の教化伝道に尽くされた後、京都へ向かわれる途中で三河国の矢作村 

「柳堂」（現在の岡崎市矢作町大字桑子真宗高田派妙源寺境内の柳堂【国の指定 

重要文化財】）に立ち寄られて説法されました。 

その折、当寺の願祐は聖人に帰依して真宗に改宗「高取山一向院専修寺（千 

寿寺）」と改名している。そして二度目の改名は、専修坊の中興の祖と云われて 

いる第２２代星川渓玉師が蓮如上人の弟子となって、布教の折りに常隨し上人 

に忠節をつくしていました。その際上人は溪玉を日頃から「専修坊(千寿坊とも 

記した）」と親しく呼んでいたようで、この事から文安３年（1446）従来の寺号 

を坊号に変え、これ以降「専修寺」から「高取山専修坊（千寿坊）」と称するようになったと云われています。  

このように、当寺の寺号である「坊」は星川渓玉が佐々木妙光の下で、共に蓮如に常隋して献身的に尽くし

働いていた関係から、蓮如上人は渓玉に親しみを込めて「坊」と呼んでいたからだと思われます。 

また、従来 専修坊の山号は「高取山」と称されているが、寺号を公式に坊号に改名し「専修坊」と呼ばれ

 

 

蓮如上人田植え御覧の遺跡碑 

 

 

蓮如上人 御逗留碑 
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るようになったのは寛政元年（1789）６月２２日からだと云われており、専修坊第３３代の願生院祐聞の時

代に出された時の許可書が残されています。 

【参考資料 ： 三河の真宗（昭和６３年４月１０日 真宗大谷派三河別院発行） 

  高浜の歴史（昭和３２年発行）・専修坊（昭和４７年発行）】 

 ５）専修坊と大浜騒動との関わり 

（１）大浜騒動の概要 

 明治４年（1871）３月９日早朝、三河護法会の若手僧 

侶・門徒の農民ら一行が菊間藩の進める寺院統廃合案を撤 

回させるため、矢作村の暮戸集会所から西方寺・菊間藩陣 

屋のある大浜村へ集団で抗議に向かいました。 

 途中、鷲塚村（現在の碧南市北東地区）で僧侶と藩役人 

との間で調整の話し合いが行われましたが、双方合意でき 

ずに交渉は決裂してしまいました。この事態に怒った農民 

らが暴徒化して、菊間藩の役人一人を惨殺してしまいました。 

この騒動で首謀者とされた蓮泉寺「石川台嶺」は斬首刑、 

菊間藩役人殺害の罪で「榊原喜代七」が絞死刑となりました。また、他の僧侶も徒刑として服役させられまし

たが獄舎で「三河護法会総幹事高取山専修坊住職 星川法沢」を含む４人の僧侶が獄死しています。（法沢 享

年３９）この事件は、鷲塚騒動・菊間騒動とも云われています。 

（２）星川法沢と星川三兄弟・三河護法会とは 

法沢は天保六年（1835）に津島市本町で尾張教学の 

中心的存在だった成信坊佐竹制心の三人兄弟の二男と 

して生まれ、名前を義正（又は義勇）と名乗っていた。 

 父制心は寺に長屋１１軒の学寮を構えて指導するほ 

どの優秀な学者で、法沢は幼い頃から父制心に影響さ 

れ教学的にも恵まれていました。このように、法沢は 

教育環境に恵まれて三河護法会の総幹事になる程の素 

養を持っており、大変優れた人物だったと思われます。             

 後に法沢は１９歳の時、成信坊から三河の「高取山 

専修坊」に長女ちせの婿養子として迎えられ、第３６ 

代専修坊の住職となりました。 

その後、法沢は廃仏論に対する対策や伝統的な真宗 

教学を研鑽する三河護法会の総幹事となり、台嶺と共に中心的な活動を行っていましたが、不本意ながら後

の明治４年３月９日（1871）に勃発した大浜騒動に巻き込まれていったのです。 

   （妻ちせの兄弟関係） 

         長女 ちせ 明治６年７月２８日没 ３３歳（法沢の妻） 

  渓 祐    長男 一乗    弘化２年 生 明治 32年 4月 12日 没５４歳 

  つ る     次男 嘯雲(翔雲） 嘉永元年 生 大正 14年１月 15日  没７７歳                    

         三男 抱彗(抱恵） 嘉永２年 生 明治 36年 7月 14日  没６９歳 

 星川一乗・星川嘯雲・鈴木抱彗（抱彗は根崎村寳林寺へ婿養子に）の３人と法沢は 

義兄弟にあたり、３兄弟ともこの大浜騒動に大きくかかわっていきました。 

 三河護法会の会員は時には２５０名を数え、三河三ケ寺（勝鬘寺・本證寺・上宮寺） 

を顧問に、浜の三ケ寺（高浜恩任寺・高取専修坊・大浜西方寺）の随一であった高取 

山専修坊「星川法沢」が総幹事につきました。また、幹事には小川村（安城市）の蓮 

泉寺石川台嶺がついて活発な活動を展開していました。後に菊間藩の進める寺院統廃 

合案に反対して話し合いに臨んだが、民衆の暴徒化により大きな騒動に発展していったのです。 

  ＊ 専修坊に関する詳細資料は、高浜市立図書館資料室に「専修坊の歴史と謎」として所蔵されています ＊ 

 

鐘を止めようと僧侶が鐘つき棒の綱を刀で

切っている。 田中長嶺画 西尾聖運寺蔵 

 
 

 

法沢師の墓(専修坊） 星川法沢師の御影 

翔雲の墓（専修坊） 



社会福祉法人 清心会

たかとりこども園

2019年度4月から高取幼稚園と高取保育園より、たかとりこども園へと生まれ変わりました。

今年度は新型コロナウイルスの影響でできませんでしたが、地域の方々との触れ合いや小学校

との交流などを行っています。稗田川や周辺の公園にでかけたりもしています。

園の特色として、体操教室、スイミング、英語教室など健康でたくましい子どもになれるよう

体力づくりをしたり、遊びを通して英語に親しみを持ち、異文化にふれたりしています。

毎朝体温を測り、マスク登園をしています。

手洗い・消毒もしっかりやっています。

小さな子どもたちでも「コロナ」という言葉を

知っていて、コロナにならないように

気を付けながら園生活をしています。

子育て支援「子育てひろば」を開設して

います。

入園前のお子さんがいる方は気軽に園に

お越しいただき、遊ぶことができますし、

子育ての相談もできます。

所在地：高浜市向山町二丁目1番地15 ☎ 0566-52-4839 平日 7時30分～ 19時00分
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高取地区の子ども会

なかよし子ども会・・本郷町・清水町

ひまわり子ども会・・向山町

ろんち子ども会・・論地町

新入生歓迎会

🌸🌸主な行事🌸🌸

◆新入生歓迎会

◆ジャンボ落花生

植え付け・収穫祭

◆ドッジボール大会

◆高取祭礼子ども神輿

◆スポーツ祭

◆子ども会大会

◆クリスマス会

◆六年生を送る会 など

年会費：600円

クリスマス会：ボウリング大会

イモ堀り

高取祭礼子ども神輿

ドッジボール大会

子ども会に入会して沢山の楽しい思い出を

一緒に作りませんか♪

１年を通して楽しいイベントが盛りだくさん♪

今年入学する子、これから参加してみたい子

各学年の子たちからの入会大歓迎です！

お気軽にお問合せ下さいね！

たくさんの入会をお待ちしております♪

《お問合せ先》
高取小学校 窓口：教頭先生 ☎0566-53-0342

高取まちづくり協議会 事務局 ☎0566-55-3894

令和2年度の子ども会活動は、ｺﾛﾅの影響で行事

が1～２割ほどしか行えませんでした。

マスク・手指消毒・換気・ソーシャルディスタンス等感染

予防策を取って行った行事でも、子供達がとっても楽し

そうにしている姿を見て、少しでも行えて良かったと思っ

ていますし、子供達の笑顔を見る事が出来て、とても嬉

しかったです。早くコロナが収束に向かい、以前の様に、

みんなで楽しい行事を行える事を願っています。
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・🌸・活 動 内 容・🌸・

* 夏祭り盆踊り大会

* 文化祭

* クラブ活動

・🌸・クラブ紹介・🌸・

🍀華道クラブ(池坊)🍀 🍀絵手紙クラブ🍀

🍀ウォーキングクラブ🍀 🍀フォークダンスクラブ🍀

🍀陶芸クラブ🍀 🍀その他（高浜支部）🍀

◆楽しく唱う会
◇健康体操
◆フラダンス
◇手作り同好会
◆チャレンジ着付
◇華道（池坊）

高浜市婦人の会には
高浜市婦人の会　高取支部 ★ 貸出衣装部

🌸🌸　会員募集中！　🌸🌸 ☆ 結婚相談部　などもあります！

年会費：1,000円   皆様のご利用をお待ちしております。
お問合せ先：高取まちづくり協議会　事務局

　☎0566-55-3894

☺ 会員皆さん楽しく活動してます！☺
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2月

8月

8月

9月上旬

11月

会員一般

（約400人）

高取小学校

4年生以上が対象

町内会会員・一般

特になし

どなたでもOK

参加基準行事名開催月

高取まち協

論地町町内会

高取小学校グラウンド

高取小学校体育館

論地児童遊園

5月

10月

6月

7月

11月

12月上旬

高取小学校

運動会

高取小学校

学習発表会

スポーツ祭

文化祭

論地ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ

点灯式

高取ふれあいプラザ

場    所

ひかり幼稚園周辺

高取小学校体育館

清水町交流館広場

五反田グラウンド

各町内会拠点など

高取小学校グラウンド

秋葉神社～高取神明宮

高取小学校体育館

町内会回覧板

子ども会書面

町内会回覧板

案内状 / 子ども会書面

町内会回覧板

ホタル観賞会

防災キャンプ

in取小

鮫川まつり

高取納涼

夏まつり

防災訓練

防災講演会

町内会回覧板

子ども会書面

広報

町内会回覧板

特になし

どなたでもOK
高取まち協

特になし

どなたでもOK

高取地区在住者

高取神明宮

祭礼
各町内会

高取小学校

清水町町内会

高取まち協

高取まち協

🍀 2021年度 高取学区内の主な行事予定 🍀

各町内会住民

児童・職員

特になし

どなたでもOK

児童

詳細情報告知

町内会回覧板

案内状 / 口コミ

小学校書面

町内会回覧板

案内状

小学校書面

町内会回覧板

子ども会書面

小学校書面

神楽山ホタル会

主催団体

鷹取の会

高取小学校

〒444-1313
愛知県高浜市向山町六丁目２－３６
TEL （０５６６）５３－６１２３
FAX （０５６６）５２－３５８３

誠不動産
杉　浦　　誠

アップルマークの

不動産のことなら、
　　　　　お気軽にご相談ください

只今、メンバー募集中
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① 品質保証の徹底
② 人間性尊重の職場
③ 常に新技術にチャレンジ
＊従業員数：９３０名　＊創業：１９２６年３月

 【アクセス】

本社：高浜市本郷町4丁目3番地21
ＴＥＬ：0566-53-1128
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★『とりしろう』の歴史★

高取まちづくり協議会 防犯事業 安心・安全マップ制作事業として提案

平成25年度市民予算枠事業にて事業化

平成25年度安心・安全マップメンバー召集

のぼり旗設置の防犯事業と平行してマップ会議開催

マップ制作への意見交換と方向性の確認

平成26年度マップメンバー召集、冊子制作開始

冊子名を「とりしろう」と決定

「とりしろう」創刊号発刊　4月1日号 創刊号 vol.2 vol.3

「とりしろう」vol.2発行　  4月1日号

「とりしろう」vol.3発行　  4月1日号

「とりしろう」vol.4発行　  4月1日号

「とりしろう」vol.5発行　  4月1日号

「とりしろう」vol.6発行　  4月1日号

「とりしろう」vol.7発行　  4月1日号

★『とりしろう』制作メンバーの紹介★

杉浦秀敏(まち協会長)/鍋田裕久(とりしろうリーダー)/酒井康満(高取公民館館長)

中井滋(高取小教頭)/笹森麻希子(たかとりこども園保護者の会)/佐野和可(高取地区子ども会)

兵藤千明(ひまわり子ども会)/瀬尾陽子(ろんち子ども会)/長谷部雅美(なかよし子ども会)

大岡正代(まち協食糧班)/神谷長子(まち協食糧班)/川角由美子(高浜市婦人の会高取支部)

川原利香(社会福祉協議会)/諏訪加奈(社会福祉協議会)/西脇恵美(健康推進グループ)

《とりしろう委員》小堀智子/浅井久枝/後藤恵理

★『とりしろう』編集後記★

　とりしろう発行のコンセプトは、高取学区に新しく仲間入りした子育て中のお母さんに向けたお役立ち

情報と地域文化等の情報発信です。学区内のお母さんから参考になったよ、押し寿司を作ったよと聞

くと、続けてきて良かったなあと一人ほくそ笑んでいます～♪

鍋田裕久(とりしろうリーダー)

　１号からこれまでの「とりしろう」発行は各委員の協力と、意欲的に制作に取り組んだ「鍋田リーダー」

が作り上げた成果です。とりわけ「とりしろう」の編纂を一人で担当した小堀さんの努力と、熱意に頭が

下がります。委員の皆さん、７年間ご苦労さまでした。

酒井康満(高取公民館活動運営委員会代表)

　少し前まで、お盆・お正月の親類の接待、葬儀・法事等の料理作りなど、年齢差のある方々と

調理をする機会が度々あり、いろいろな料理・調理方法など知る機会がありましたが、現在では

全くありません。そういう意味では、若いお母さんや子ども達と、この地域の食卓によくあがった料理

やおやつ作りを一緒に楽しむ事ができた事は、良かったと思います。 大岡正代(まち協食糧班)

　この「とりしろう」に立ち上げから携われた事を、とても嬉しく思います。リーダーの鍋田さんをはじめ、

毎年ご協力して下さいましたメンバーの皆さんと一緒に積み上げてきた経験や繋がりは一つの財産

だと思っています。今回のvol.7で一時休刊となりますが、また発行再開ができ、皆様のお手元に

お届けできるその日を願って・・・ 小堀智子(とりしろう委員)

　TEL/FAX ０５６６－５５－３８９４

　E-Mail tori-machikyo@katch.ne.jp

　まち協ＨＰ http://tori-machikyo.jp/

　事務局活動日 月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午後1時30分～午後4時30分

　発行日 ： 令和3年4月1日　　　発行者 ： 高取まちづくり協議会「とりしろう」制作会議

vol.4 vol.5 vol.6

平成24年 12月

平成25年 1月

6月

平成26年 3月

6月

11月

平成27年 4月

平成28年 4月

平成29年 4月

平成30年 4月

平成31年 4月

令和  2年 4月

令和  3年 4月

高取学区地域情報誌
2019.4.1 vol.5 高取学区地域情報誌

2020.4.1  vol.6

- 19 -




